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研究成果の概要（和文）：本研究では、自己や他者の感情の理解や制御を高めるため、無（前）意識上の感情の操作を
前面に出し、情動とインプリシット感情の喚起と意識化への過程中に適切な高次心的特性を埋め込む「小学校でのユニ
バーサル予防教育」を開発し、その効果を検証した。
　その結果、まず上記の教育を開発することができ、効果検証に研究を進めた。その際、児童用のインプリシット正負
感情測定法と作文法をほぼ完成させた。教育実施の効果では、教育が設定する直接目標はほぼすべて達成され、その効
果は、インプリシット感情、自己信頼心、他者信頼心にまで及び、さらにはQ-Uテストの適用により学校や学級への適
応度の高まりまで効果の波及が確認された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed universal prevention programs for elementary-school 
children in which, underscoring the operation of unconscious emotions, adaptive higher-order 
psychological characteristics are acquired with the process of evoking emotions and making them 
conscious. Thereafter, the effectiveness of the programs was examined.
 Consequently, the programs were successfully developed, which lead to the research to examine the 
effectiveness. Additionally, we developed a scale to assess implicit positive and negative affect, along 
with writing tasks for assessing implicit self-confidence and confidence in others. Results revealed that 
all of the direct purposes of the programs were significantly achieved, and that the effectiveness 
reached the enhancement of implicit affect, self-confidence, confidence in others, and adaptive status at 
schools and homeroom classes.

研究分野： 発達健康心理学
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１．研究開始当初の背景 
近年、子どもの健康や適応を守る教育では、

社会・感情学習（Social and Emotional 
Learning: SEL）が盛んに行われ、効果を上
げている（e.g., Durlak et al., 2011）。そこで
は、感情と対人関係を重視した教育が展開さ
れるが、感情にかかわる教育部分には近年の
脳科学や心理学の先進的な知見は取り入れ
られていない。 

Damasio (1994, 2003)は、情動と感情を区
別し、情動は基本的に身体的反応で、意識化
は前提とされず、また意識化に先行して起こ
り、感情（エクスプリシット感情、explicit 
emotion or affect）は喚起度高い諸々の情動
パターンが意識化されたものとした。この意
識化されない情動が我々の認知や行動を操
作していることを示す多くの研究知見が脳
科学や心理学の分野で示されている（e.g., 
Bechara et al., 1996; Manucia et al., 1984)。
つまり、情動を中心にして、そこからの部分
的感情反応と認知、思考、行動等諸々の高次
心的反応が健全に統合されて記憶化され、そ
れが類似した新規事態での反応の健全さを
保障し、健康や適応へとつながることが示唆
されている。 
こうして、この意識前の情動反応を十分に

喚起した上で、適切な認知や行動を操作する
ことが不可欠であることがわかる。最近、実
証的な心理学的研究において、この意識され
ない感情的側面をインプリシット感情
（implicit emotion or affect）として客観的
に測定し、その機能を調べる研究が行われる
ようになってきた（e.g., Hopp et al., 2011; 
Quirin et al., 2011）。このインプリシット感
情は、情動が意識に至る前の一状態（厳密に
は、情動の前概念的表象）だと考えられ、意
識化への容易さから教育対象として適切な
ものになっている。より意識に近いところに
情動を移すことは、上記の統合化を健全化す
る前提となる。 
近年の子どもは心身の健康（うつ病、生活

習慣病予備群等）や適応（いじめ、暴力等）
の問題に苛まれているが、その抜本的な対策
は、健全なうちにすべての子どもを対象にし
たユニバーサル予防（universal prevention）
になる可能性が大きい。そして、健康や不適
応には、上述の心的特性の統合の歪みが原因
になることが多く、その意味では、上記の情
動・感情を中心とした心的特性の経験（学習）
が重要になる。また感情という点では、正の
（ポジティブ）感情（positive emotion or 
affect）を積極的に利用する必要がある。近
年 正 感情の 機 能は、 拡 大－構 築 理 論
（ Fredrickson, 2001 ）、 螺 旋 状 発 展
（Fredrickson & Joiner, 2002）、負感情の影
響の解消仮説（Fredrickson, 2003）等の理論
が出されている。その理論が示すところは、
正感情が、将来の危急事態に備え、個人の資
質を高める準備状態をつくる機能をもつこ
とである。学校でのユニバーサル予防教育で

は積極的にこの感情も利用する必要がある。 
研究代表者らは、これまでに感情の機能に

ついて検討し、感情を操作し、精神的健康を
増大させる介入研究にまで高めてきた。その
検証研究は、介入研究において正感情を増大
化操作し、認知的拡大をもたらすコーピング
（認知的再解釈）と精神的健康の変化を見る
研究（Yamasaki et al., 2008）、また、認知的
再解釈を増大させる介入を行い、正感情と精
神的健康の変化を見る研究（Yamasaki et al., 
2010）などであった。また、感情制御を感 
情表出抑制の観点からとらえ、活性次元を考
慮した正負感情とその感情表出抑制が精神
的 健 康 に 及 ぼ す 研 究 を 行 っ て き た
（Yamasaki et al., 2011）。さらには、感情焦
点型のコーピングを多様にとらえて健康と
の関係をみる研究（Uchida & Yamasaki, 
2008）、活性次元を考慮した正負感情のバラ
ンスが精神的健康に及ぼす研究（Sasaki et 
al., 2011）を行ってきた。 
そして、その感情にかかわる基礎研究知見

と内外の知見を合わせ、うつ病への予防教育
（山崎他、2007）、暴力への予防教育（山崎
他、2006）、正感情の育成教育（山崎、2009）
等の感情反応の健全さを守り育成するユニ
バーサル予防教育にまで発展させてきた。そ
の教育は学校において一定の効果をあげて
きたが、この間、先述した脳科学を中心とし
た情動の役割の新発見や、インプリシット感
情の測定法の確立とその研究の近年の動向
にふれ、意識が介在しない感情の機能の重要
性を知るに至った。調べれば、既存の予防教
育のすべてがこのような近年の感情の機能
を考慮して行われていないこともわかった。
そして、この意識が介在しない感情の役割の
大きさから、これまでの予防教育にこの視点
を取り入れるとその効果は劇的に高まる可
能性をみて、今回の研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
現行の社会・感情学習（SEL）では、感情

の扱いが近年の脳科学や心理学の知見から
乖離している。近年の感情研究は、意識上に
はない感情反応（情動やインプリシット感
情）の役割が重視され、その感情反応の喚起
の中に高次心的特性（認知、思考、行動）が
埋め込まれて記憶化され、その記憶セットが
感情に先導され新規事態に適用されると仮
説する。 
本研究では、SEL に関連して、自己や他

者の感情の理解や制御を高めるため、無（前）
意識上の感情の操作を前面に出し、情動とイ
ンプリシット感情の喚起と意識化への過程
中に適切な高次心的特性を埋め込む小学校
でのユニバーサル予防教育を開発し、その効
果を検証する。その効果検証は、自記式の質
問紙による意識上の回答のみならず、インプ
リシットな正負感情、自己信頼心、他者信頼
心にまで及ぶ。 
 また、この教育プログラムは、最終的には



学校現場で広く実施されることを目指して
いるため、実施者としての学校教員の研修方
法や広域実施への方途を合わせて開発する。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１ 情動とインプリシット感情の
喚起下での高次心的特性の統合化を果たす
予防教育プログラムの最初の版を完成する。
本研究代表者らが既に開発を進めていた「感
情の理解と対処の育成」と呼ばれるプログラ
ムをもとに、小学校３年生～６年生用のプロ
グラムとして改善を行い完成させるため、こ
れまでの研究代表者らの研究や内外の文献
調査、さらにはこの領域に精通している研究
者との共同により改善と修正を加えた。 
（２）研究２ プログラム効果の測定方法を
開発する。そこでは、プログラム目標の達成
度の直接測定、意識下にある情動あるいは感
情としてのインプリシト正負感情の測定、そ
して自分と友人にかかわる作文から自然な
状況で正負感情と自己信頼心、他者信頼心の
測定を可能とする評価方法を開発する。 
 インプリシット感情の測定には、Quirin et 
al. (2009)の成人用の測定法を参考にしながら
児童に適した測定方法を新たに開発し、信頼
性と妥当性を検討した上で測定方法の完成
へと至る。また作文は、時間ならびに作業量
を考慮しながら、焦点となる特性の定量化を
円滑に自動化できる作文法とする。 
（３）研究３ 研究１で開発した教育プログ
ラムを実際に適用して問題点を導出し、改良
を行う。本プログラムは学校のクラス単位で
実施するもので、現実上多様なクラス特徴の
中でも円滑に適用される、汎用性の高いプロ
グラムにする必要があり、この点では多くの
改良が重ねられる。 
（４）研究４ 研究２で作成されたインプリ
シット正負感情測定方法と作文法の改良を
行う。インプリシット感情測定法は、信頼性
と妥当性の観点から改善点が明確になり、そ
の標準化の程度を高める方向で改善がなさ
れる。作文法は、実際に適切な記述量や時間
の設定を確定することに困難が予想され、ま
たその定量化の方法の決定にも複雑な過程
が予想され、試行錯誤を重ねたい。 
（５）研究５ 教育効果を精度高く測定する
ため、教育実施前１か月の変化と教育実施前
後の変化の比較検討を行う。教育実施前の変
化は統制条件として当該時期での通常の変
化を確認するためのものである。また、教育
効果に、プログラムの直接目標とインプリシ
ット感情の測定や作文法測定に加えて、プロ
グラム効果の学校やクラス場面への汎化状
況を見るため Q-U テストを追加した。 
（６）研究６ 教育プログラム実施のための
研修方法の開発とその一部適用を行い、効果
的な研修方法に高める。このプログラムは最
終的に広域での実施を目指して、クラス担任
を中心とする学校教員が実施するので、この
研修方法の開発が必要になる。 

（７）研究７ このプログラムは小学校用で
全 32 時間からなるが、学校側がスムーズに
プログラムを導入できるようにするため、各
学年８時間版に加えて、４時間版を作成し、
いずれかの学年４時間からの実施を可能に
する。 
（８）研究８ 前年度までに完成された教育
プログラムの研修、適用、効果評価を多くの
学校で適用する。この現実的な適用により、
さらなる改善点を導き、研修、適用、効果評
価の内容とシステムを完成させ、広域実施の
準備を完成させる。 
 
４．研究成果 
 ３年間の研究成果は、教育プログラム、プ
ログラム効果評価方法、そして、プログラム
実施者研修方法が完成されたことに集約さ
れる。 
（１）教育プログラムの完成 
 まず教育プログラムでは、無意識部分にあ
り人の判断や行動を左右する情動やインプ
リシット感情を十分に喚起し、その中でプロ
グラムの直接目標となる高次な心的特性（認
知、思考、行動など）を学習させ、情動・感
情とともに学習された高次心的特性をセッ
トにして記憶化させることが可能となった
プログラムが完成された。 
 このプログラムは、小学校では、小３～小
６までの各学年で８時間ずつ実施でき、合計
32 時間分のプログラムが完成された。さらに、
現実的で負担の少ない適用のため、いずれか
１学年で４時間で実施できるプログラムの
短縮版を完成させた。この短縮版により、学
校が無理なくプログラムを導入でき、そこか
ら成果を確認しながら時数を増やして行く
よう配慮した。つまり、４時間～32 時間まで
の実施が可能な、実施時間の柔軟性の高いプ
ログラムが完成された。 
（２）プログラム効果評価方法の確立 
 次に、評価方法については、プログラムの
階層的な目標構成の内、２段階目の中位目標
と呼ばれる目標レベルの達成を直接測定す
る自記式の質問紙の完成に加えて、意識下に
あるインプリシットな感情を正負に弁別し
て測定できる方法を完成させた。Quirin et al. 
(2009)の成人用測定法は児童には使用するこ
とはできない無意味綴り字（アルファベッ
ト）を利用したものであったので、独自に無
意味線図を用いて、その感情の観点からの見
えを評価する方法を採用した。感情語の選別
は Quirin et al.を参考にし、Yamasaki et al. 
(2006 )の開発した日本版 PANAS-C から活性
次元にある正負感情を３つずつ採用した。本
研究で開発したプログラムが意識下にある
情動の機能を重視するだけに、このインプリ
シット感情の測定は貴重な成果となった。 
さらに、学校では適用性が高く、実施が容

易な作文を用いて、時間と字数の制限のもと
（４分と 70 字）、自分と友人を人に紹介する
文章を記述させた。その作文結果は、複数の



ソフトを用いて該当する語（正負感情、自己
信頼、他者信頼）を抽出し、生の語数と全体
記述文字数における％で算出する方法を作
成した。この作成文法は、分析の自動化が不
十分で、自動化ができない部分が残り最終完
成には至っていないが、実際に使用できる段
階までには高めることができた。これらの評
価方法に、プログラム効果の学校生活への汎
化性をみるため、学校ではよく使用されてい
る Q-U テストを用いて、上記の完成されたプ
ログラムの効果を調べたところ、直接目標は
ほぼすべて達成され、プログラムによってイ
ンプリシット正感情が高まり、作文では他者
信頼度が高まり、そして Q-U でも多くの下位
尺度において教育効果の波及が確認された。 
（３）プログラム実施研修方法の確立 
 最後に研修方法の確立であるが、このプロ
グラムは広域の多数の学校で実施されるこ
とを目指して開発され、その実施はクラス担
任を中心とする学校教員が担うことになる。
そこで、このプログラムを適正に実施するた
めに、背景理論、教育方法、効果評価にかか
わる基礎知識とプログラム実施スキルを習
得するための研修が必要になる。 
開発された研修は、このプログラムの難解

な背景理論を容易に理解させることに工夫
が凝らされ、また、これまでにはない教育方
法の遂行のため、演習を交えた研修方法が考
案された。とりわけ演習は参加者を引きつけ、
このプログラム実施への強い動機づけをも
たらすことができる出来映えとなった。 
さらには、今後の広域実施という点では、

DVD により授業実施のための必要物をすべ
て送付できる状態にした点は特記される。実
際は、指導案、板書計画、授業台本（教材と
授業者のすべての発話や実施時の注意が記
載されたもの）、そして教材一式が入ってい
る。教材一式は、その詳細な作成方法に従っ
て印刷をすれば使用できるファイルとして
挿入されている。 
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